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1. 1ライフサイエンス分野 一一一一一一一一一一一一一一← 4 
( 1 )植物のポストゲノム科学としてのメタボロミクスの重要性一有用物質生産に向けて
(2 )電子捕獲解離(Electroncapture dissociation)によるタンパク質相互作用の解析
1. 2情報通信分野一 一 一 ー一 一一一一一一一一一一一一一一一 5
( 1 )光メモリへの第一歩~固体中で光を保存~
1. 3環境分野一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 6 
( 1 )酸化チタン光触媒の特性改善と環境利用に関する研究成果が相次ぐ




1. 5エネルギー分野 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 8 
( 1 )アジアのエネルギー問題がクローズアップρされる
~第四回エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス報告より~
1. 6製造技術分野一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 9 
( 1 )フェノールの新製造法






2. 2痴呆の概念 一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 11
2. 3アルツハイマー病の特徴 一一一一一一
2.4アノレツハイマー病の発症機構の研究状況 一一一 一一 13




2. 7おわりに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 16 
3.特集:米国R&D政策動向
~連邦政府R&D予算配分に見る重点領域の推移~
3. 1はじめに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 18 
3. 2米国の予算編成システム 一一一一一一一一
3. 3政府R&D予算の推移 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 19 
3.4 2002年度政府R&D予算一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 19 
3. 5 2003年度政府R&D予算の大統領案一 一一一
3. 6省庁横断プログラム 一 一一一一一一一 一一一一一一一 23
3. 7おわりに
科学技術動向研究センターのご紹介 一一 一 一一一 24 
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2002年 1月 10日、ブッシュ米大統領は 2002年度
歳出予算法案すべての署名を終え、 2002年度の政
府予算が成立した。 2001年 10月 1日の 2002年度開
始から 3ヶ月遅れてようやく予算が決まったことになる。
また、 2002年 2月 4日、同大統領は 2003年度の予
算教書(大統領が議会に対して示す予算編成方針)
を発表した。
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出典 OMB(Officeof Management and Budget)発表資料
* 2003年度は予算教書における R&D予算
























出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供デー タをもとに作成
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NSF (National Science Foundation)の2002年度
R&D予算は、対前年6.2%増となった。これは、省庁横
断型のナノスケール科学・工学・技術イニシアティブ、
(ト~anoscale Science， Engineering， and Technology 
Initiative)および国際環境変化研究プログラム(U.S.
Global Change Research Program)におけるNSFの
R&D予算がそれぞれ大幅に増えたためである。
(6) USDA 












































出典:AAAS Analysis of R&D in the FY 2002 Budget 
をもとに作成



































2002 '手度iζ赤字:~~勇三落:土色。 2002 年度の予算教書


































で予算が大幅に増えたのは、 NIAID (National 













Aeronautics and Technology)プログ、ラムの R&D予算
や、宇宙科学研究へのファンデ、イング資金が大幅に
増えたこと等がある。特に、ファンディング先として
BPR (Biological and Physical Research)が増えている。
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究プログラムを DOC(Department of Commerce)から、
水文科学研究を DOI(Department of the Interior)か
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(Nanoscale Science， Engineering， and Technology 
Initiative )、 NITR&D(Networking and Information 







出典:AAAS (R&D Budget and Policy Program) 
提供データをもとに作成
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